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２月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。

　今年度、各種の建築設計コンクールへ出品した部員９人全員が入賞を果たすという快挙を成し遂げた、四
日市工業高等学校の建築研究部にお話を伺いました。

（写真上段左から）�▽有馬智
とも
昭
あき
さん（顧問）　▽加藤璃

り
子
こ
さん（２年／日本工業大学主催競技２位）　▽池田蒼

あお
生
い
さん（２年／秋田県

立大学主催競技１位）　▽石川日
ひび き
葵さん（１年／愛知産業大学主催競技ペア１位）　▽長谷川代

だい
羽
は
さん（１年／長

崎総合科学大学主催競技１位、愛知産業大学主催競技ペア１位）
（写真下段左から）�▽金澤菜々子さん（２年／日本大学主催競技２位）　▽林那

なな み
海さん（２年／日本建築協会主催競技１位）▽稲垣

帆
ほの
花
か
さん（２年／国士舘大学主催競技１位、長崎総合科学大学主催競技４位）　▽筒井日

ひ
菜
な
さん（２年／岐阜女

子大学主催競技１位）　▼鯖戸暖
はる
香
か
さん（３年／九州産業大学主催競技３位）※欠席
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■コンクールへの挑戦を通して成長
建築研究部は建築科の生徒が所属する部活動で、製図
班と木工班に分かれます。製図班は建築設計競技への出
品が主な活動で、５月ごろに希望者を募り、各種コンク
ールに向けて作品づくりを始めます。
コンクールへの出品という挑戦を通してスキルを磨い

ていきますが、製図の技術よりもまず大事なのが、コン
セプトづくりです。自分が作りたいものを作るだけでは、
他の人を納得させられません。大切なのは、なぜその建
物が必要なのか考えること。自分が考えていることが何
なのかを引き出す作業が大変で、コンセプトづくりに１
カ月半ほど費やします。普段の授業ではここまで時間を

かけられません
し、学外から評
価されるのはい
い機会になりま
す。
その後、コン
クールの規定に
合わせて、手で線を描いたりパソコンで着色したりしな
がら、作品を完成させます。
今年度は９人が各種大学・協会のコンクールに応募し、
その全員が、最優秀賞を含む全国入賞という結果を残す
ことができました。→

私は「むすぶ建築」と
いうテーマのコンテスト
に挑戦したのですが、何
を結ぶのか、コンセプト
づくりにすごく悩みまし
た。そこで思い浮かんだ
のが、今は大工を引退し
たおじいちゃんが、地域
の人に社をつくってほし
いと頼まれて毎日作業場

に通い、完成したとき地域の人に喜んでもらえて
すごくうれしそうにしていた姿でした。
私が住むまちには関宿があり、今は衰退してい

ますが、きれいな町並みが残っています。そこに、
職人と町並みを結ぶ道具館をつくれば、おじいち
ゃんのような職人が他の人に技術を見せられる場
ができ、関宿も発展すると考えました。
今回、努力してきたことが報われてうれしかっ

たので、来年もまたコンクールに挑戦したいです。
そして将来は、兄が大工、私が設計士として、家
業を継いでいきたいです。

作品名
道具館がむすぶ職人と町並み

私は「『現代』の茶室」
という課題に取り組みま
した。茶室というのは誰
もが平等な空間だと思う
のですが、自分が住む亀
山市をまち歩きしていて
“平等ではない空間”だ
と感じたのが、視覚障害
者にとって気軽に行ける
場所ではない図書館でし
た。そこで、図書館で借
りた本を録音室で音に変えたり、障害者がホスト
となってゲストである健常者に手話や点字を教え
たりする、新たな施設を考え出しました。
初め入選とだけ聞いたときは上位の賞でなかっ
たと思い悔し泣きしましたが、後で最優秀賞の通
知が届き、すごくうれしかったです。
小学生の頃、父とリフォームの番組をよく見て
いて建築に興味がわき、自分の家を建てる現場を
見て「こんなに人を喜ばせるものをつくれるんだ。
すごい」と思ったことから、建築の道を選びまし
た。将来、父の夢であるパン屋を建ててあげるこ
とが、私の夢です。

作品名 読まない図書館
障がいから「非日常空間を味わう
新しい茶室」を考える

池田蒼生さん 林那海さん


